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部課室名
県土整備部土木局

道路街路課

記入責任者職氏名

（担当者氏名）

道路街路課長 田中 剛

（県道係長 金川 正敏）
内線
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(4376)

事業

種目
事 業 名 事 業 区 間 総事業費

内用地

補償費

着手予定

年度

完了予定

年度

道路

事業

生活道路緊急改善事業

主要地方道小野
お の

香寺
こうでら

線

加西市

西長町
にしおさちょう 約 1.4 億円 約 0.3 億円 平成 26 年度 平成 28 年度

事 業 目 的 事 業 内 容

○安全な自転車・歩行者通行の確保

当該区間は、未改良で歩道が整備されておら

ず前後区間と歩道が連続していないため、中学

校の通学生徒が近接集落内の狭小道路を利用

し、自動車と自転車の接触事故が発生している。

このため、生活道路緊急改善事業（小規模改

良）により、県独自基準を活用した車道の１車

線整備を行うとともに、歩道を新たに設置し、

通学生の安全と自動車の円滑な交通を確保す

る。

【延 長】 道路改築 870ｍ

【構造規格】 第3種第5級

【計画幅員】 1車線 片側歩道2.5m

車道4.0m（全幅7.5m）

【現況交通量（H25年9月実測）】

自動車交通量 2,786台/日

歩行者通行量 18人/12h

自転車通行量 154台/12h

【負担割合】

国 55％、県 45％

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性

○交通の円滑化及

び安全性の向上

①当該区間は、善防中学校に隣接し、通学に利用されている。

②当該区間の前後は歩道整備済であるが、当該区間は歩道が整備されていな

いため、歩道が連続していない。

③このため、善防中学校への通学自転車が集落内の狭小道路を通行してお

り、自動車と自転車の接触事故が発生しているため、早期に対策が必要で

ある。

(2)有効性・効率性

(事業執行環境)

①当該区間の幅員は概ね5ｍあることから、車道部を活かし歩道設置のみの

計画とすることができる。

②歩道を整備することにより、自転車・歩行者と自動車を分離し、通学生徒

などの安全や自動車の円滑な通行が確保される。

③地元住民より、当該事業の実施について強い要望がある。

④用地契約の集団調印など、地元の協力体制が整っており、早期完成が見込ま

れる。

(3)環境適合性 ①歩道部を透水性舗装にすることで、雨水の還元を図る。

(4)優先性 ①地元からの歩道設置要望が強く生活道路緊急改善事業（小規模改良）の要

件（Ⅰ小規模な事業計画への見直し、Ⅱ用地取得における市や地元の協力）

を満たしていることから、先行して実施する。

②当該区間を整備し、自転車・歩行者と自動車を分離することにより、中学校

の通学の安全や自動車交通の円滑な通行が確保される。

道路-１
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現道の状況

5.0
小野香寺線の状況

至 姫路

至 小野

道路-４
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１．実施工程表

当初計画

２．小野香寺線（加西市西長町）における生活道路緊急改善事業の効果 ○印は当該事業効果の主な項目

効果項目

緊急医療・緊急物資の円滑な輸送の確保
（※緊急輸送道路の整備、防災拠点・災害
拠点病院へのアクセス道路の整備）

―

救助・救援活動の支援
（※災害時の通行不能や孤立集落の解消）

―

減災対策への取り組み
（※二線堤道路、避難路・避難場所として
の機能、延焼防止機能の確保）

○
避難場所（善防中学校）へのアクセス道路の
整備

救急医療体制の支援 ―

交通安全対策 ○ 善防中学校の通学生徒の安全性確保

地域間交流の促進 ―

中心市街地の活性化 ―

地域産業の活性化 ―

観光支援 ―

地域プロジェクト等の支援 ―

公共交通機関利用の促進
交通結節点の機能の向上

○
北条鉄道播磨下里駅や法華口駅へのアクセス
性の向上

沿道環境の改善
景観形成

○ 歩道部を透水性舗装とし雨水を地下に還元

（３）地域からの要望状況等

道路-５

該当する事業内容等

②地域の活性化

評価の視点

要望状況等
地元からの歩道設置要望が強く、生活道路緊急改善事業（小規模改良）の要件（Ⅰ小規模な事業計画
への見直し、Ⅱ用地取得における市や地元の協力）を満たしており、早期完成が見込まれる。

④地域の環境改善

③円滑な交通体系の確保

①安全・安心の確保

災害時

平 時

年 度
H26 H27 H28

調査・設計

用地補償

道路改良

工種


